
教育委員会の会議を８回開催しました。
【提出議案】
20件（うち可決された議案20件）
主な可決議案
·	葛飾区文化財保護審議会への諮問について
·	葛飾区立学校の通学区域等に関する規則の一部を
改正する規則
·	令和８年度使用義務教育諸学校用教科用図書の採
択について

【報告事項】29件
主な報告事項
·	学校給食費の改定について
·かつしかチャレンジプログラムについて
·	「葛飾柴又の文化的景観」の重要な構成要素「旧た
なかや」保護の取組状況について

教育委員会の動き（令和７年5月～8月）

詳しくは区ホームページをご覧ください
（会議録もご覧になれます）。

教育総務課　☎03-5654-8449

　４月に全国学力・学習状況調査が実施されました。
　過去10年間の本区と全国の平均正答率の差の推移を見ると、本区の小学生、中学生ともに、確実に力を伸ばしてい
ることが分かります。また、今年度の中学校の国語の平均正答率は56％でした。都道府県別の平均正答率は、秋田県、
東京都、石川県が57％で最も高く、次いで富山県、福井県、静岡県が56％でしたので、都道府県との比較では、全国で６
位に入る高い結果でした。これは、次のような学力向上に向けた取組を推進している結果であると考えています。

（１） 区立小・中学校等の教師の授業の進め方の基本を示す「葛飾教師の授業スタンダード」や校長が自校の実
態に即して策定する「学力向上グランドデザイン」に基づき、教員一人一人の授業の充実・改善を図る。

（２） デジタルドリルの活用や学習指導補助員、学習指導員の配置等により、児童・生徒一人一人に合った個別
最適な学びの充実を図る。

（３）児童・生徒の思考力・表現力を育成するために、話し合いや意見交換の場を設定した授業を行う。
　今後も、主体的な学び、協働的な学びを積極的に取り入れ、学ぶ楽しさを児童・生徒が実感できる授業改善を推進し、
一人一人の資質・能力を育成していきます。
　また、令和９年度の全国学力・学習状況調査からは、小・中学校ともに、全教科オンライン方式での実施になるため、文
字入力などの基本操作スキルを確実に身に付けるための情報教育を推進していきます。
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一人で悩まないで、相談してね

かつしかいじめほっとライン

いじめ電話相談
☎☎03-5654-683703-5654-6837

夜間・休日の相談はこちら

教育相談一般・
東京都いじめ相談ホットライン
☎☎0120-53-82880120-53-8288 （24時間対応）

LINE やメールでも相談できます

教育指導課

月～金曜日（祝日・年末年始を除く）／午前９時～午後５時

二次元コードを読み取って相談
してください。

※各学校に相談することもできます。

教育指導課　☎03-5654-8471
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